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●できごと
水稲種子温湯消毒作業を開始
第17回玉葱部会定期総会を開催



明日に向かって アイ・アム・ア・ファーマー

自
分
達
に
合
っ
た
農
業
の
形
を

模
索
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

山
口
さ
ん
は
農
家
の
長
男
と
し
て
生
ま

れ
育
ち
、
幼
い
頃
に
作
業
を
手
伝
い
な
が

ら
い
ず
れ
は
自
分
も
大
人
に
な
り
、
農
業

を
す
る
だ
ろ
う
と
意
識
し
て
い
た
そ
う
で

す
。

　

「
将
来
の
こ
と
を
考
え
て
、
高
校
、
大

学
と
ど
ち
ら
も
農
業
系
に
進
み
、
学
ん
で

き
ま
し
た
。
卒
業
後
は
少
し
他
業
種
で
働

き
ま
し
た
が
、
そ
れ
も
社
会
勉
強
と
言
う

こ
と
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
頃
に
後
の
結
婚

　

今
回
は
、
令
和
元
年
の
４
月
に
剣
淵

町
の
実
家
に
て
就
農
し
た
山
口
翔
さ
ん

に
お
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。

　

山
口
さ
ん
は
父
・
政
勝
さ
ん
、
母
・

早
苗
さ
ん
、
妻
・
碧
さ
ん
と
共
に
小
麦
、

大
豆
、
馬
鈴
薯
、
そ
ば
、
キ
ヌ
ア
等
で

約
１
０
２
ha
に
作
付
け
し
て
い
ま
す
。

　

よ
う
や
く
春
の
陽
射
し
を
感
じ
、
雪

解
け
も
進
む
中
、
就
農
ま
で
の
い
き
さ

つ
や
こ
れ
か
ら
の
思
い
な
ど
を
話
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

し
っ
か
り
働
き
、

ぐ
っ
す
り
眠
る
。

そ
し
て
未
来
を
考
え
ま
す
。
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今月の表紙

今月の表紙は、ＪＡ北ひびき女性
部剣淵支部の料理講習会のようす
を撮影させていただきました。
料理講習会では、いなり寿司や春
巻きなど 7品の料理が作られまし
た。
上記写真は、剣淵女性部のみなさ
んです。

相
手
と
な
る
妻
に
出
会
う
こ
と
が
で
き
ま

し
た
し
、
ま
た
実
家
の
両
親
の
体
力
的
な

こ
と
を
考
え
る
と
、
仕
事
を
継
い
で
い
く

時
期
が
来
た
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
し
た
の

で
令
和
元
年
に
剣
淵
に
戻
り
就
農
し
ま
し

た
。」

　

実
際
に
働
い
て
み
る
と
、
比
較
的
面
積

の
広
い
山
口
さ
ん
の
ほ
場
で
は
、
数
種
類

の
機
械
を
駆
使
し
た
作
業
が
多
く
、
学
校

で
学
ん
で
き
た
も
の
と
の
違
い
に
戸
惑
う

こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
。

　

「
難
し
い
け
れ
ど
お
も
し
ろ
い
の
が
機

械
で
す
。
父
と
の
会
話
の
中
で
も
、
も
ち

ろ
ん
経
営
計
画
が
最
も
大
事
、
そ
の
上
で

設
備
し
た
機
械
を
ど
う
活
用
で
き
る
か
に

か
か
っ
て
い
る
と
い
う
話
を
し
ま
す
ね
。」

機
械
の
進
化
は

技
術
の
支
え
に
よ
っ
て

成
り
立
つ
と
思
う
の
で
す
。

　

「
将
来
の
希
望
、
目
標
と
い
っ
て
も
、

や
は
り
現
実
的
な
問
題
と
し
て
ど
う
利
益

を
出
し
、
経
営
し
て
い
く
の
か
と
い
う
こ

と
で
す
。
畑
作
で
の
ド
ロ
ー
ン
を
使
用
し

た
試
み
や
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
使
っ
た
よ
り
高
度

な
作
業
な
ど
『
ス
マ
ー
ト
農
業
』
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
な

い
大
事
な
部
分
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。」

　

そ
う
し
た
お
話
か
ら
、
農
業
従
事
者
が

不
足
す
る
中
で
、
作
業
の
省
力
化
や
、
人

の
負
担
の
軽
減
が
必
要
な
の
だ
と
い
う
思

い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

「
コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
中

で
、
世
界
で
は
戦
争
と
い
う
最
悪
の
事
態

が
起
き
て
お
り
、
農
業
に
も
大
き
な
影
響

が
出
て
い
ま
す
。
国
の
農
政
の
面
で
も
不

安
要
素
が
あ
り
、
な
か
な
か
先
が
見
え
ま

せ
ん
ね
。」
と
山
口
さ
ん
。
し
か
し
そ
ん

な
時
だ
か
ら
こ
そ
、
人
と
の
繋
が
り
を
楽

し
み
、
大
事
に
し
た
い
と
遠
く
の
友
人
と

よ
く
オ
ン
ラ
イ
ン
で
会
話
を
し
て
い
る
そ

う
で
す
。

　

「
私
達
も
手
が
け
て
い
ま
す
が
、
昨
年

よ
う
や
く
『
キ
ヌ
ア
』
が
商
品
化
さ
れ
、

剣
淵
農
業
の
希
望
の
ひ
と
つ
と
な
り
ま
し

た
。
今
は
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
時
代
に
遅
れ

ぬ
よ
う
早
め
に
動
く
こ
と
を
心
が
け
て
頑

張
ろ
う
と
思
い
ま
す
。」
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山
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口　翔
しょう

さん

剣淵町旭町／ 30 才

剣淵高校、拓殖大学北海道短期大学

を卒業。

令和元年、剣淵町の実家にて就農。

ＪＡ北ひびき青年部剣淵支部所属。

令和３年５月に結婚。

趣味はゲームなど。
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A T T E N T I O Nで き ご と

環
境
に
配
慮
し
た
農
業
技
術
を
実
践

次
年
度
の
活
動
に
向
け
て

　

当
Ｊ
Ａ
に
て
、
水
稲
種
子
温
湯
消
毒
作
業

が
多
寄
の
旧
大
豆
乾
燥
調
整
施
設
で
３
月
１

日
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
作
業
は
、
近
年
、
食
へ
の
安
心
・
安

全
の
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
社
会
情
勢
の
中
、

薬
剤
を
使
用
し
な
い
種
子
消
毒
技
術
と
し
て

確
立
。
温
湯
の
熱
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

環
境
へ
の
配
慮
と
実
需
者
の
要
求
に
応
え
る

こ
と
を
目
的
に
実
施
さ
れ
、
３
月
は
乾
燥
種

子
、
４
月
か
ら
は
脱
水
種
子
の
温
湯
消
毒
が

行
わ
れ
る
。

　

温
湯
消
毒
は
主
に
、
水
稲
の
種
子
伝
染
性

病
害
で
あ
る
「
い
も
ち
病
」「
ば
か
苗
病
」「
苗

立
枯
細
菌
病
」
に
対
し
て
防
除
効
果
が
あ
り
、

「
褐
条
病
」
に
対
し
て
は
、
温
湯
消
毒
で
の
効

果
が
不
安
定
で
あ
る
た
め
、
食
酢
液
を
用
い

た
催
芽
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
防
除
効
果

が
期
待
で
き
る
。

　

作
業
工
程
は
、「
①
種
籾
を
５
㎏
の
ネ
ッ
ト

に
小
分
け
に
す
る
②
60
℃
の
お
湯
に
通
し
、

脱
水
機
に
か
け
水
気
を
と
る
」。
そ
の
後
、
乾

燥
種
子
で
は
「
③
乾
燥
室
で
一
晩
乾
燥
さ
せ

る
④
乾
燥
後
、
一
晩
倉
庫
に
置
く
⑤
紙
袋
に

入
れ
、
生
産
者
へ
引
渡
し
」
を
一
工
程
と
し
、

脱
水
種
子
で
は
「
③
コ
ン
テ
ナ
に
入
れ
配
送

準
備
④
生
産
者
へ
配
送
・
浸
種
」
ま
で
を
一

工
程
と
し
て
作
業
が
行
わ
れ
る
。

　

作
業
は
４
月
20
日
頃
ま
で
実
施
す
る
予
定

で
、
温
湯
消
毒
担
当
の
早
坂
職
員
は
「
４
月

か
ら
は
脱
水
引
渡
し
も
始
ま
る
が
、
事
故
や

怪
我
等
無
く
、
注
意
し
て
作
業
を
行
っ
て
い

き
た
い
。」
と
話
し
て
い
る
。

　

３
月
10
日
、
玉
葱
部
会
（
谷
貴
文
部
会

長

：

部
員
29
名
）
は
、
士
別
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
に
て
、
定
期
総
会
並
び
に
共
励
会
を

開
催
し
、
18
名
が
出
席
し
た
。

　

開
催
に
先
立
ち
共
励
会
表
彰
が
行
わ
れ

た
。
審
査
基
準
は
正
品
率
と
収
量
を
合
わ

せ
た
採
点
で
評
価
さ
れ
、
最
優
秀
賞
に
は

多
寄
地
区
の
株
式
会
社
悠
ｆ
ａ
ｒ
ｍ
後
藤

（
代
表

：

後
藤
勝
幸
さ
ん
）、
優
秀
賞
は
多

寄
地
区
の
高
橋
豊
さ
ん
、
士
別
地
区
の
植

松
強
さ
ん
が
受
賞
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
記
念

品
が
手
渡
さ
れ
た
。

　

総
会
で
は
Ｊ
Ａ
を
代
表
し
て
榎
本
組
合

長
が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

議
長
に
は
多
寄
地
区
の
高
瀬
一
男
さ
ん

が
選
出
さ
れ
、
ス
ム
ー
ズ
な
進
行
の
も
と

行
わ
れ
、
議
事
で
は
令
和
３
年
度
収
支
決

算
報
告
、
令
和
４
年
度
収
支
予
算
（
案
）

や
規
約
改
定
な
ど
議
案
は
す
べ
て
承
認
さ

れ
た
。
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改
選
で
は

前
年
度
に
引
き
続
き
谷
貴
文
さ
ん
が
部
会

長
に
再
任
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

新
役
員
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
決

定
さ
れ
た
。

部

会

長　
　

谷　
　

貴
文
（
士
別
）

副
部
会
長　
　

阿
部　

秀
範
（
士
別
）

副
部
会
長　
　

石
川　

直
樹
（
多
寄
）

理　
　

事　
　

紺
野　

右
文
（
士
別
）

監　
　

事　
　

和
久　
　

誉
（
和
寒
）

監　
　

事　
　

酒
田　

邦
男
（
多
寄
）

▲種子温湯消毒のようす▲製品づくり（袋詰め）のようす

▲�最優秀賞を受賞した株式会社悠 farm 後
藤の後藤代表（左）と谷部会長（右）

▲総会のようす

水
稲
種
子
温
湯
消
毒
作
業
を
開
始

第
17
回
玉
葱
部
会
定
期
総
会
を
開
催

水
稲
種
子
温
湯
消
毒
作
業
を
開
始

水
稲
種
子
温
湯
消
毒
作
業
を
開
始

第
17
回
玉
葱
部
会
定
期
総
会
を
開
催

第
17
回
玉
葱
部
会
定
期
総
会
を
開
催
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３
月
１
日
、
和
寒
町
蔬
菜
組
合
連
合
会
（
佐

藤
昭
徳
会
長

：

会
員
１
４
３
戸
）
は
、
和
寒
基

幹
支
所
応
接
室
に
て
、
歴
代
の
会
長
で
あ
る
荒

瀬
雅
之
氏
、
荒
井
敏
一
氏
、
鈴
木
隆
紀
氏
、
前

田
重
雄
氏
へ
現
会
長
の
佐
藤
昭
徳
氏
よ
り
労
い

の
言
葉
も
併
せ
感
謝
状
授
与
と
記
念
品
を
贈
呈

し
た
。

　

和
寒
町
蔬
菜
組
合
連
合
会
は
今
年
２
月
で
創

立
50
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
会
は
、
和
寒
町
内

に
お
け
る
蔬
菜
栽
培
の
生
産
計
画
の
集
約
、
作

型
設
定
、
技
術
の
交
流
、
消
費
対
策
を
行
う
こ

と
に
よ
り
会
員
相
互
の
所
得
向
上
並
び
に
親
睦

を
は
か
り
地
域
住
民
の
生
活
安
定
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
に
活
動
を
し
て
い
る
。

　

本
来
で
あ
れ
ば
式
典
を
開
催
し
、
関
係
機
関

や
取
引
市
場
を
招
き
、
50
年
の
歴
史
を
有
意
義

に
振
り
返
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
感
染
症
対
策

を
十
分
に
と
れ
な
い
こ
と
か
ら
今
回
の
よ
う
な

か
た
ち
で
開
催
さ
れ
た
。

　

現
会
長
の
佐
藤
氏
は
50
周
年
を
迎
え
て
「
50

年
築
き
上
げ
て
き
た
歴
史
を
紡
ぎ
産
地
を
守
り

後
世
に
繋
げ
て
い
き
た
い
。
」
と
述
べ
た
。

　

和
寒
町
蔬
菜
組
合
連
合
会
は
今
後
も
蔬
菜
の

振
興
を
は
か
り
、
期
待
さ
れ
る
産
地
を
目
指
し

て
い
く
。

和
寒
町
蔬
菜
組
合
連
合
会
が

創
立
50
周
年
を
迎
え
る

歴
代
の
会
長
へ

感
謝
状
を
授
与

　

３
月
10
日
か
ら
剣
淵
基
幹
支
所
農
業
機
械
支

援
事
業
の
融
雪
材
散
布
作
業
を
開
始
し
た
。

　

散
布
作
業
は
、
Ｊ
Ａ
購
買
課
支
援
事
業
と
町

内
の
東
志
機
械
利
用
組
合
（
代
表

：

山
崎
敬
一

氏
）
、
フ
ッ
ト
マ
ー
キ
ン
グ
組
合
（
代
表

：

佐

藤
等
氏
）
、
ワ
ー
ク
プ
ラ
ン
機
械
利
用
組
合
（
代

表

：

長
谷
川
敢
氏
）
の
４
団
体
で
行
い
、
天
候

に
恵
ま
れ
順
調
に
作
業
が
進
め
ら
れ
た
。
今

シ
ー
ズ
ン
は
例
年
よ
り
雪
が
少
な
く
、
平
年
よ

り
少
な
い
約
２
５
，
0
0
0
袋
の
融
雪
材
が
散

布
さ
れ
た
。

　

一
方
で
３
月
18
日
、
剣
淵
町
民
セ
ン
タ
ー
大

集
会
室
に
て
農
作
物
実
証
（
試
験
）
展
示
ほ
成

果
発
表
及
び
営
農
技
術
講
習
会
が
普
及
セ
ン

タ
ー
・
剣
淵
町
役
場
の
協
力
の
も
と
行
わ
れ
、

39
名
が
出
席
し
た
。

　

始
め
に
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
営
農
技
術
指
導

の
説
明
が
あ
り
、
つ
づ
い
て
剣
淵
町
役
場
よ
り

水
田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
や
新
規
就
農
者
育

成
総
合
対
策
に
つ
い
て
情
報
の
提
供
が
さ
れ
た
。

　

営
農
技
術
指
導
で
は
、
秋
小
麦
の
４
㎏
区
ほ

場
と
６
㎏
区
ほ
場
を
比
較
す
る
と
４
㎏
区
ほ
場

の
方
が
風
通
し
が
良
く
、
ふ
枯
病
が
発
生
し
に

く
く
な
る
こ
と
や
、
水
稲
の
密
苗
は
成
苗
ポ
ッ

ト
と
比
べ
低
コ
ス
ト
で
同
等
の
収
益
が
得
ら
れ

る
こ
と
な
ど
、
作
物
を
作
付
す
る
う
え
で
大
切

な
内
容
が
話
さ
れ
た
。

豊
作
へ
向
け
て

着
々
と
準
備

剣
淵

融
雪
材
散
布
・
営
農
技
術

講
習
会
が
行
わ
れ
る

和
寒

▲講習会のようす ▲融雪材散布のようす

▲�集合写真（左から荒瀬氏、荒井氏、

鈴木氏、前田氏）

▲感謝状授与のようす
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３
月
15
日
、
あ
さ
ひ
美
土
里
組
（
栗
本
勝
代

表

：

構
成
員
87
名
）
で
は
、
融
雪
促
進
対
策
事

業
に
よ
る
融
雪
材
の
散
布
作
業
を
開
始
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
融
雪
材
の
散
布
に
よ
り
融
雪
促

進
を
図
り
、
農
作
業
に
早
期
に
着
手
し
、
生
産

性
や
所
得
の
向
上
に
繋
げ
る
こ
と
を
目
的
に
実

施
し
て
い
る
。
一
昨
年
ま
で
中
山
間
事
業
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
て
い
た
が
、
昨
年
度
よ
り
美

土
里
組
が
主
体
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

な
お
、
今
年
の
積
雪
量
は
昨
年
よ
り
少
な

か
っ
た
影
響
か
ら
、
散
布
申
込
数
量
は
減
少

し
、
20
㎏
袋
に
換
算
す
る
と
約
９
，
０
０
０
袋

の
申
し
込
み
と
な
っ
た
。

　

３
月
上
旬
よ
り
、
冬
期
間
通
行
止
め
と
な
っ

て
い
た
道
路
の
除
雪
を
市
役
所
に
依
頼
し
融
雪

材
を
配
送
。
ス
ノ
ー
モ
ー
ビ
ル
６
台
に
そ
れ
ぞ

れ
散
布
機
を
装
着
し
、
２
台
１
組
と
な
り
、
北

線
地
区
・
中
央
地
区
・
南
朝
日
地
区
の
３
ケ
所

に
分
か
れ
て
作
業
を
行
っ
た
。

　

今
年
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
機
械
の
故
障
な

ど
の
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
も
な
く
進
み
、
予
定
通

り
５
日
間
で
全
地
区
の
融
雪
材
散
布
作
業
が
終

了
し
た
。

あ
さ
ひ
美
土
里
組
で

融
雪
促
進
対
策
事
業
を
実
施

朝
日早

期
の
農
作
業

ス
タ
ー
ト
へ
向
け▲散布作業のようす ▲融雪材の積み込み作業

本所・基幹支所・支所 月曜日～金曜日
土曜日 日曜日

祝祭日
第1・第3・第5 第2・第4 第1・第3 第2・第4 第5

一 般 業 務 8：30 ～ 17：00 8：30 ～ 12：00 休み

金 融 ・ 共 済 窓 口 8：30 ～ 16：00 休み

経 済 セ ン タ ー 8：30 ～ 17：00（士別神社祭・お盆は休み）

給
油
所

本 所 燃 料 課 8：30 ～ 17：00 8：30 ～ 12：00 休み

セ ル フ 士 別 南 7：00 ～ 22：00

和 寒 基 幹 支 所 8：00 ～ 18：00 8：00 ～ 17：00 休み 8：00 ～ 17：00

剣 淵 基 幹 支 所 8：00 ～ 18：00 休み 8：00 ～ 18：00

上士別支所、温根別支所 8：30 ～ 17：00 8：30 ～ 12：00 休み

多 寄 支 所 8：30 ～ 18：00 休み 8：30 ～ 18：00

朝 日 支 所 8：00 ～ 18：00 休み 8：00 ～ 17：00

メ カ ニ ッ ク セ ン タ ー 8：30 ～ 18：00 8：30 ～ 17：00 休み 8：30 ～ 17：00

営業時間変更のお知らせ（４月～ 10月）

ＡＴＭの営業時間

※ＡＴＭにつきましては、４月より随時営業時間が変更となります。
　詳細については本誌折込の「ＪＡ北ひびきＡＴＭ営業時間変更のお知らせ」をご確認ください。

ＡＴＭ 月曜日～金曜日
土曜日

日曜日・祝祭日
第1・第3・第5 第2・第4

本 所
（4/1～ 5/15）8：30 ～ 17：45 休み

（5/16 ～） 8：30 ～ 17：45 9：00 ～ 17：00 休み

ツルハドラッグ 
士 別 中 央 店

（4/1～ 5/15）9：00 ～ 17：45 9：00 ～ 17：00 休み

（5/16 ～） 一時休止

和 寒 基 幹 支 所 
剣 淵 基 幹 支 所

（4/1～ 4/30）8：30 ～ 17：45 9：00 ～ 12：00 休み

（5/1 ～） 8：30 ～ 17：30 休み

多寄支所、朝日支所（5/31まで営業）8：30 ～ 17：00 休み
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人間ドック等受診助成について

－組合員の皆様へお知らせ－

　ＪＡ助成金に関する要件をお知らせいたします。

◎人間ドック助成（厚生病院）

　　一組合員当たり　7,000 円を助成します。

◎巡回ドックを実施する地区（有料部分）

　　一組合員当たり　5,000 円を助成します。

◎行政の特定健診（有料部分）

　　一組合員当たり　5,000 円を助成します。

　　�※正組合員および農業に従事する家族を対象として、本人支払い分を

上限として助成します。

※行政の特定健診助成は、受診者のお申し出により助成します。

士別市　～　領収書（士別市会計・市内医療機関）

和寒町　～　領収書（和寒町会計・町内医療機関）

剣淵町　～　領収書（剣淵町会計・剣淵町立診療所）

★領収書の写しをＪＡへご提出下さい

お問い合わせ先：ＪＡ北ひびき本所・支所営農課・業務課へ

本所営農部農業振興課　　23-2418　　和寒基幹支所営農課　32-2441

上士別支所業務課　　　　24-2311　　剣淵基幹支所営農課　34-2011

温根別支所業務課　　　　27-2221　

多寄支所営農課　　　　　26-2321

朝日支所営農販売課　　　28-2011



編
集
後
記

息
子
が
４
月
か
ら
社
会
人
！
引
っ
越

し
が
決
ま
り
ま
し
た
。
寂
し
い
で

す
。�

（
Ｏ
・
40
代
女
性
）

●
就
職
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

社
会
人
に
な
る
楽
し
み
と
不
安
が
入

り
混
じ
っ
た
感
情
が
懐
か
し
く
感
じ

ま
す
。
社
会
人
１
年
生
は
大
変
な
こ

と
が
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
!!

春
い
い
で
す
ね
。
ハ
ウ
ス
の
除
雪
も

終
わ
り
野
菜
の
苗
が
早
く
土
に

お
ろ
し
て
ほ
し
い
と
待
っ
て
い
ま
す
。

（
Ｈ
・
80
代
女
性
）

●
よ
う
や
く
春
の
暖
か
さ
を
感
じ
れ

る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
気
持
ち
い
い

で
す
ね
。
た
く
さ
ん
野
菜
を
収
穫
で

き
る
と
い
い
で
す
ね
。

昨
年
は
ひ
孫
２
人
と
孫
１
人
生
ま
れ

ま
し
た
。楽
し
み
が
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
５
月
に
孫
が
１
人
生
ま
れ
る
予

定
で
す
の
で
楽
し
み
で
す
。

（
Ｔ
・
70
代
女
性
）

●
そ
れ
は
賑
や
か
に
な
り
ま
す
ね
。

子
供
と
遊
ぶ
の
は
体
力
が
必
要
で
す

か
ら
、
今
の
う
ち
に
体
力
つ
く
り
で

す
ね
。

３
月
10
日
か
ら
水
稲
の
ハ
ウ
ス
の
除

雪
作
業
が
始
ま
っ
た
。
融
雪
材
散

布
の
準
備
も
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

体
が
動
く
か
心
配
だ
。（
Ｔ
・
60
代
男
性
）

●
力
作
業
に
な
り
ま
す
の
で
、
体
に

気
を
付
け
て
作
業
し
て
く
だ
さ
い
!!

い
き
な
り
動
か
す
と
ケ
ガ
に
つ
な
が

る
の
で
徐
々
に
慣
ら
し
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

雛
人
形
を
片
付
け
今
度
は
こ
い
の
ぼ

り
の
出
番
で
す
。
３
月
の
誕
生
日

に
合
わ
せ
て
、
５
月
５
日
ま
で
ロ
ン
グ

ラ
ン
で
す
。�

（
Ｔ
・
70
代
男
性
）

●
私
の
家
も
姉
が
結
婚
し
て
家
に
い

な
い
の
に
い
ま
だ
に
ひ
な
人
形
が
飾

ら
れ
ま
す
。
で
す
が
こ
い
の
ぼ
り
は

な
ぜ
飾
ら
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

少
し
寂
し
い
で
す
。

皆さんからのおたより、楽しい写真等を募集しています。
詳しくは15ページの「お便り募集」をご覧ください。掲載させていただいた
方にプレゼントを差し上げます。
※写真データをメールにて送る場合には、住所・氏名にコメントを添えて
kitahibiki.ja@kitahibiki.ja-hokkaido.gr.jpまでお送り下さい。

ひびきあい
の広場

３
月
号
パ
ズ
ル

長
か
っ
た
冬
も
終
わ
り
春
に
近
づ
い
て
来
ま
し

た
ね
。
北
海
道
は
４
月
で
も
雪
が
降
り
ま
だ
暖
房

を
つ
け
て
い
な
い
と
寒
い
で
す
が
入
学
式
な
ど
が

あ
る
と
春
を
感
じ
ま
す
ね
。
４
月
は
新
た
な
ス

タ
ー
ト
だ
と
思
う
人
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
学
生
の
頃
は
ク
ラ
ス
替
え
や
進
学
を
し
て
、

い
つ
も
の
生
活
か
ら
大
き
く
変
わ
り
わ
く
わ
く
し

て
い
た
の
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。

４
月
の
祝
日
に
昭
和
の
日
が
あ
り
ま
す
が
、
も

と
も
と
は
昭
和
天
皇
の
誕
生
日
で
し
た
。
平
成
に

な
っ
て
か
ら
は
み
ど
り
の
日
と
呼
ば
れ
て
い
ま
し

た
が
、
２
０
０
５
年
に
祝
日
改
正
法
に
よ
り
昭
和

の
日
に
な
っ
た
み
た
い
で
す
。

さ
て
４
月
か
ら
は
本
格
的
に
農
作
業
が
始
ま
り

ま
す
。
季
節
の
変
わ
り
目
で
す
の
で
体
調
管
理
に

十
分
気
を
つ
け
て
、
い
い
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
て
下

さ
い
。 【

当
選
者
】

村
岡
修
さ
ん
、
辻
洋
子
さ
ん
、
村

上
富
士
子
さ
ん
、藤
井
淑
江
さ
ん
、

上
西
好
昭
さ
ん

【
解
答
】「
ネ
ン
ド
マ
ツ
」
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短 

歌

俳 
句

　

 
 

 
待た

い

春
し
ゅ
ん

や
　
逢あ

へ
ぬ
幾い

く
と
せ年

　
姉

あ
ね
い
も
う
と妹

池
　
田
　
　
良
子

八や

そ十
路じ

ら
の
　
身み

の
上

う
え
ば
な
し

話
　
春は

る

夕ゆ
う

べ

児
　
玉
　
久
美
子

坦た
ん
た
ん坦

と
　
雪ゆ

き

げ解
の
音お

と

の
　
巡め

ぐ

る
か
な

玉
　
野
　
研
　
一

コ
ロ
ナ
禍
に
静
か
な
宿
の
露
天
風
呂

軒
よ
り
下
が
る
大
き
な
氷
柱

吉
　
田
　
弘
　
夫

し
ゃ
り
し
ゃ
り
の
氷
ひ
し
め
く
樽
の
中

玄
米
漬
け
は
い
つ
も
の
香
り

井
　
上
　
香
代
子

近
頃
は
出
番
少
な
し
プ
ツ
プ
ツ
と

呟
く
よ
う
な
グ
ラ
ス
の
氷

菊
　
地
　
美
智
子

雪
道
で
白
杖
の
人
の
手
助
け
を

杖
つ
く
夫
が
で
き
し
と
語
り
ぬ

高
数
後
　
法
　
子

マ
ス
ク
よ
り
漏
れ
る
息
に
て
前
髪
も

メ
ガ
ネ
も
凍
る
大
寒
の
朝

池
　
澤
　
和
　
子

　ＪＡ北ひびきでは、職員の資質・能力の向上と専門知識の習得を図り、もって農業協同組

合の発展に資するため、北海道農業協同組合中央会が実施している農協職員資格認定試験を

各職員が自発的に受験しています。

　つきましては、資格認定試験の合格発表がありましたので、合格者を広報誌にて掲載いた

します。

令和３年度　農協職員資格認定試験合格発表

【初級】２名

今野　僚太、岡本　丈瑠

【中級】５名

栗永　恵美里、船木　理沙、及川　優也、

山崎　竜也、福本　龍馬

【上級】２名

筒井　智貴、内田　誠一

【特級】１名

竹内　康介

【営農指導員】４名

上杉  卓弘、渡部　隆文、梅津　武尊、

堀田　秀平

【内部監査士】２名

小笠原　竜史、筒井　智貴

【農協監査士】１名

宮本　直樹
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ＪＡ 北ひびきＤａｔａ

議
案
第
10
号　

令
和
４
年
度
農
産
物
に
係
る
諸

経
費
に
つ
い
て

　

米
の
保
管
料
、
検
査
料
、
入
出
庫
料
、
手
数

料
、
小
麦
と
大
豆
の
検
査
料
、
手
数
料
、
甜

菜
の
手
数
料
、
そ
ば
の
検
査
料
に
つ
い
て
決

定
し
た
。

議
案
第
11
号　

令
和
４
年
度
穀
類
乾
燥
調
製
施

設
利
用
料
金
に
つ
い
て

　

共
同
乾
燥
調
製
施
設
、
色
彩
選
別
機
、
大
豆

ク
リ
ー
ナ
ー
、
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

利
用
料
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

議
案
第
12
号　

令
和
４
年
度
酪
農
畜
産
対
策
に

つ
い
て

　

6
月
か
ら
11
月
分
乳
代
の
一
括
前
渡
し
並
び

に
7
月
か
ら
12
月
分
畜
肉
前
渡
対
策
を
実

施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
13
号　

令
和
４
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン

ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム（
実
践
計
画
）の
設
定
に
つ

い
て

　

令
和
４
年
度
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
に
つ
い
て
実
践
態
勢
の
確
立
・
維

持
を
は
か
り
、
研
修
会
・
連
続
職
場
離
脱
・

内
部
監
査
等
の
取
組
み
で
法
令
遵
守
に
つ

と
め
る
実
践
計
画
を
承
認
し
た
。

議
案
第
14
号　

第
18
回
通
常
総
代
会
の
開
催
日

程
に
つ
い
て

　

令
和
４
年
４
月
12
日（
火
）午
前
９
時
30
分
か

ら
士
別
市
民
文
化
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
15
号

　
地
区
別
懇
談
会
の
開
催
に
つ
い

て

　

決
算
に
か
か
る
地
区
別
懇
談
会
を
４
月
４
日

に
各
地
区
７
箇
所
で
開
催
す
る
こ
と
に
決

定
し
た
。

議
案
第
16
号　

役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　

役
員
賠
償
責
任
保
険
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

承
認
し
た
。

議
案
第
17
号

　
持
分
の
譲
渡
に
つ
い
て

　

出
資
金
の
譲
渡
に
か
か
る
案
件
に
つ
い
て
承

認
し
た
。

▼
報
告
事
項
▲

１
．
令
和
３
年
度
事
業
報
告
及
び
そ
の
附
属
明

細
書
並
び
に
貸
借
対
照
表
、
損
益
計
算
書
、

剰
余
金
処
分
案
、
注
記
表
及
び
そ
の
附
属
明

細
書
に
つ
い
て

▼
決
議
事
項
▲

議
案
第
１
号　

目
的
積
立
金（
税
効
果
積
立
金
）

の
取
崩
し
に
つ
い
て

　

税
効
果
積
立
金
管
理
要
領
に
基
づ
き
、
繰
延

税
金
資
産
が
減
少
し
た
の
で
税
効
果
積
立

金
取
崩
し
を
承
認
し
た
。

議
案
第
２
号　

外
部
出
資
の
処
理
に
つ
い
て

　

外
部
出
資
等
損
失
引
当
金
に
計
上
し
て
い
る

２
社
の
外
部
出
資
に
つ
い
て
、
引
当
金
の
取

崩
し
に
よ
る
減
損
処
理
を
承
認
し
た
。

議
案
第
３
号　

令
和
３
年
度
期
末
手
当
の
支
給

に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
期
末
手
当
の
支
給
を
承
認
し
た
。

議
案
第
４
号　

固
定
資
産
の
処
分
に
つ
い
て

　

ツ
ル
ハ
に
賃
貸
し
て
い
る
旧
Ａ
コ
ー
プ
し
べ

つ
の
建
物
に
つ
い
て
新
店
舗
建
設
の
意
向
に

よ
り
解
体
す
る
こ
と
と
し
、
工
事
に
つ
い
て

随
意
契
約
の
上
実
施
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

議
案
第
５
号　

令
和
４
年
度
事
業
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

　

令
和
４
年
事
業
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
承
認

し
た
。

議
案
第
６
号　

第
７
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・

Ｊ
Ａ
中
期
経
営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て

　

第
７
次
地
域
農
業
振
興
計
画
・
Ｊ
Ａ
中
期
経

営
計
画
の
設
定
に
つ
い
て
承
認
し
た
。

議
案
第
７
号　

定
款
及
び
定
款
附
属
書
並
び
に

規
程
類
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

定
款
、(

定
款
附
属
書)

役
員
選
任
規
程
、(

定
款

附
属
書)

総
代
選
挙
規
程
、規
約
、経
営
基
盤
強

化
積
立
金
管
理
要
領
に
つ
い
て
の
一
部
変
更

を
総
代
会
に
付
議
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

議
案
第
８
号　

職
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に

つ
い
て

　

職
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
を
承
認
し
た
。

議
案
第
９
号　

令
和
４
年
産
農
産
物
集
荷
対
策

に
つ
い
て

　

米
に
か
か
る
出
荷
契
約
金
、
違
約
金
、
施
設

集
荷
予
定
米
に
関
す
る
事
項
等
の
米
集
荷

対
策
、
小
豆
・
金
時
・
そ
の
他
豆
類
・
そ
ば
・

く
ず
米
に
か
か
る
契
約
前
渡
金
単
価
等
農

産
物
集
荷
対
策
に
つ
い
て
決
定
し
た
。

第
１
回
理
事
会
議
案

日
時

　
令
和
４
年
２
月
24
日
㈭

　

令
和
３
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

２
．
子
会
社
の
令
和
３
年
度
貸
借
対
照
表
、
損

益
計
算
書
、
連
結
財
務
諸
表
に
つ
い
て

　

（
株
）北
ひ
び
き
農
協
農
業
機
械
セ
ン
タ
ー
、

士
別
運
送（
株
）、
た
よ
ろ
日
向
振
興
協
同（
株
）

の
令
和
３
年
度
の
決
算
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

３
．
令
和
３
年
度　

第
４
四
半
期(

決
算)

定
期

監
査
報
告
に
つ
い
て

　

２
月
16
日
～
18
日
、
21
日
、
22
日
に
行
わ
れ

た
定
期
決
算
監
査
の
結
果
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

４
．
令
和
３
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ

グ
ラ
ム
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て

　

令
和
３
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
取
組
み
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

５
．
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
事
故
報
告
概
要
に
つ

い
て

　

令
和
３
年
11
月
１
日
か
ら
令
和
４
年
１
月
31

日
ま
で
の
対
象
期
間
中
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ

イ
ア
ン
ス
事
故
は
な
か
っ
た
こ
と
を
報
告
し
た
。

６
．
そ
の
他

　

令
和
４
年
１
月
末
の
組
合
員
の
動
向
に
つ
い

て
報
告
し
た
。

３
月
31
日
付

　

販
売
部
米
麦
課
課
長�

尾
崎　
　

満

　

営
農
部
農
業
振
興
課
調
査
役（
営
農
支
援
和
寒
担
当
）

�

三
木　

道
広（
再
雇
用
制
度
利
用
）

　

和
寒
基
幹
支
所
販
売
課
Ｃ
Ｅ
係　

真
鍋　

朋
裕

３
月
22
日
付

　

総
務
部
付
係�

宮
本　

直
樹

�

【
総
務
部
付
係（
Ｊ
Ａ
マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス
派
遣
）】

４
月
１
日
付

　

販
売
部
部
長
兼
米
麦
課
課
長　

岡　
　
　

優

　

【
販
売
部
部
長
】

　

総
務
部
付
課
長�

佐
々
木
智
和

　

【
金
融
部
付
き
課
長（
全
国
共
済
農
業
協
同
組

合
連
合
会
北
海
道
本
部　

名
寄
自
動
車
損

害
調
査
サ
ー
ビ
ス
オ
フ
ィ
ス
出
向
）】

�

※【 

】内
は
旧
辞
令

構成員／財務 ２/２８現在 　（前年同月増減） （対比）

◆正組合員数 1,635人 △ 52人 △ 3.1%

◆准組合員数 4,007人 △ 72人 △ 1.8%

◆組合員戸数 1,106戸 △ 45戸 △ 3.9%

◆出資金 35億86百万円 49百万円 1.4%

◆貯金 626億4百万円 △ 8億77百万円 △ 1.4%

◆貸付金 98億59百万円 61百万円 △ 0.6%

◆
長期共済

　保 有 高
1163億97百万円 △31億9百万円 △ 2.6%

◆購買供給高 2億21百万円 △44百万円 △16.9%

◆販売高 6億59百万円 △ 2億26百万円 △25.5%

　(農産) 1億6百万円 △ 2億32百万円 △68.6%

　(畜産) 5億53百万円 6百万円 1.1%

12
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－ＪＡからのお知らせ－
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変

動

金

利

 ①給与（農業収入）振込または年金振込（双方とも配偶者含む） ▲0.20%
 ②当ＪＡ住宅ローン利用者（ＪＡ扱い住宅支援機構含む）（配偶者含む） ▲0.30%
 ③ＪＡカード契約（借入申込者本人がＪＡカード契約）（家族カード含む） ▲0.10%
 ④当ＪＡ出資者（借入申込者本人が正・准組合員） ▲0.20%
 ⑤当ＪＡメカニックセンター経由取扱車輛 ▲0.40%
 ⑥当ＪＡマイカーローンまたは教育ローン　リピート顧客（配偶者含む） ▲0.10%
 ⑦インターネットバンキング契約（借入申込者本人がＩＢ契約） ▲0.10%

固

定

金

利

正組合員向け自動車ローン

～固定金利のみ～

メカセン経由有 ％

メカセン経由無 ％

※保証料（0.40％）別途
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印　刷／文義堂印刷・出版

二重マスの文字を

Ａ～Ｅの順に並べてできる

言葉は何でしょうか？

ヨコのカギ タテのカギ

１　新１年生を迎える行事です 

２　『ローマの休日』や『プリティ・

ウーマン』は――映画の名作です 

３　名古屋市の南側に位置する―

―半島 

４　『銀河鉄道の夜』や『注文の多

い料理店』の作者 

６　大がL、中がMなら、小は 

８　黒い石と白い石で戦います 

10　日本庭園に敷かれていることも 

13　４月29日は――の日。国民の

祝日です 

15　稲や麦の茎を干したもの 

17　表の反対側 

19　画家がキャンバスに走らせます

２　ナットやボルトを締めます 

５　そこが彼の彼たる――だ 

７　自動車の、地面に触れる部分 

９　調味料控えめで作りました 

11　花見のときに広げることも 

12　――を求めて猫カフェに行った 

14　カイコの餌になる植物 

16　結婚が決まり、――の顔合わ

せを行った 

18　お酒を飲んでいない状態 

20　元素記号はU。原子力発電所

の燃料にも使われます 

21　ここ20年ほどで携帯する人が

増えました

パ
ズ
ル
の
応
募
方
法
と

お
た
よ
り
募
集

　

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
に
答
え
て

応
募
し
て
下
さ
い
。
抽
選
で
５
名
の

方
に
Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き
の
ふ
っ
く
ら
金

時
３
食
入
を
。
ま
た
、
お
た
よ
り
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
方
に
も

ふ
っ
く
ら
金
時
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
。（
パ

ズ
ル
当
選
と
お
た
よ
り
紹
介
で
重
複

さ
れ
た
方
は
ど
ち
ら
か
の
み
の
採
用

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

■
官
製
ハ
ガ
キ
に
、ク
イ
ズ
の
答
え
、 

住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
職
業
、
電
話
番 

号
、わ
が
家
の
出
来
事
を
記
入
の
上
、

ポ
ス
ト
に
投
函
し
て
下
さ
い
。尚
、本

誌
へ
の
ご
意
見
や
、
わ
が
家
の
出
来

事
は
、ぜ
ひ
書
き
添
え
て
下
さ
い
。

　

ま
た
、
掲
載
時
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
等

を
希
望
さ
れ
る
方
は
そ
の
旨
書
き
添

え
て
下
さ
い
。

■
締
め
切
り　

令
和
４
年
４
月
18
日

■
当
選
発
表　

本
誌
５
月
号

■
応
募
先

〒
０
９
５
‐
０
０
２
１

士
別
市
西
１
条
８
丁
目
７
０
１
番
地
１

　

Ｊ
Ａ
北
ひ
び
き

　

「
プ
レ
ゼ
ン
ト
ク
イ
ズ
」係
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【ＪＡ北ひびきのホームページ】
　組合員の皆様に向けての情
報発信と消費者や地域住民、
市場関係者や実需者へ向けた、
ＪＡ事業情報発信を行ってい
ます！

【組合員専用ページ】
　ＪＡ北ひびきの「組合員専用
ホームページ」では、日々Ｊ
Ａから組合員の皆様へお知ら
せしているFAX文書などをリ
アルタイムで掲載しております。組合員専用
ページへのアクセスには、ユーザー名とパス
ワードが必要です。お近くのＪＡ職員にお問
合せ願います。

メ ュ
今
ニ ー
回の

手軽に美味しくひと工夫

鶏
肉
と

ご
ぼ
う
の
ペ
ン
ネ

＊材料名
・鶏もも肉������������ 1 枚
・ごぼう���������� 1/2 ～ 1本
・玉ねぎ������������ 1/2 個
・ニンニク����������� １欠片
・白ワイン���������� 大さじ５

・水����������� 200 ～ 300ml
・鷹の爪������������� 適量
・ローリエ������������ 1 枚
・塩������������ 小さじ 1/2
・オリーブ油��������� 大さじ 1

・ペンネ��������� 100 ～ 200 ｇ
・粉チーズ������������ 適量
・粗挽き黒胡椒���������� 適量
・パセリ ( 生もしくは乾燥 )� ��� 適量
・EXヴァージンオイル� ����� 適量

士別警察署㈹２３－０１１０
問い合わせは士別警察署まで。

士別警察署かわら版（令和４年４月）
◎　山菜採りによる事故の防止
    慣れた山にも　隠れた危険が！
    例年、４月に入ると、行者ニンニクやタケノコ等の山菜を求めて入山し、山中
で道に迷ったり、沢に転落する事故が発生しています。
　　慣れた山でも、油断による「危険な落とし穴」があることを忘れず、次の点に
注意しましょう。
　１　行き先を家族に伝えましょう。
　　　行き先が分からないと、捜索開始が遅れます。
　　　行き先や帰宅時間を家族に伝えましょう。
　２　無理に山奥に入らないようにしましょう。
　　　慣れた山でも、油断は禁物です。
　　　自分の体力や体調、天候や時間に合わせた行動をしましょう。
　３　単独での入山は避けましょう。
　　　万が一、迷ったり、怪我をした場合、一人では救助要請が
　　　できません。
　　　なるべく、複数で出かけましょう。
　　　また、山の中では、絶えず声をかけ合いながら、お互いの
　　　位置を確認しましょう。
　４　目立つ色の服装で入山しましょう。
　　　万が一遭難した場合、ヘリコプターが上空から救助に向かう場合もあります。
　　　上空からは、赤色や白色系の服装が目立ち、発見されやすくなります。
　５　携帯電話やホイッスルを持ちましょう。
　　　携帯電話があれば、非常時の連絡手段として、助けを求めることができます。
　　　また、ホイッスルがあると、周囲に自分の存在を知らせることができます。

●作り方
①鶏もも肉の余分な脂や皮を切り落とし、一口大に切る。
②ごぼうは泥を落とし２㎜くらいの斜め切りにする。（切ったごぼうは水にはさらさない）
③玉ねぎは３㎜位のスライスにし、にんにくはみじん切りにする。
④大きめの鍋にお湯を沸かし、お湯に対して１％の塩 ( 分量外 ) を入れる。（１ℓに対して塩 10g）
⑤フライパンを中火にかけ、温まったところで鶏肉を皮面から焼く。焼き目がついたらひっく
り返し反対側も焼き目をつける。( 鶏肉から油分がでるので脂は引かない ) 両面に焼き目がつ
いたら鶏肉を取り出し余分な脂は捨てる。

⑥同じフライパンにオリーブ油を引き、にんにくを弱火で炒める。にんにくに色が付いてきた
ら玉ねぎと鷹の爪を入れさらに炒める。

⑦玉ねぎがしんなりしてきたら焼き目を付けた鶏肉、ごぼうを入れ中火で軽く炒め、白ワイン
を加え沸いてきたら水 200ml とローリエ、塩を加え、水分が半分ぐらいになるまで煮詰め火
を止める。

⑧④の鍋にペンネを入れ、パッケージの表記通り茹でる。
⑨ペンネがゆであがったら⑦を再び中火にかけ、茹で上がったペンネを入れ和える。
⑩器に盛り付け、お好みで粉チーズ、粗挽き黒胡椒、パセリ、ＥＸヴァージンオイルを振りか
け完成。

◉�煮詰めすぎてしまっ
た 場 合 は 水 100ml
を追加で入れ味を調
えてください。ごぼ
うは水にさらさず調
理することで栄養素
や風味が損なわれず
おいしく作ることが
できます。ぜひ、ペ
ンネと一緒に食べて
みてください。

ここがポイント

齊藤　誠さん

内閣府認定
一般社団法人全日本司厨士協会
北海道地方本部名寄・士別支部
支部長
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